高１ 現代社会 『環境NGO/NPOをつくろう』 授業実践報告

　　　　　　　　　　　 　　　　同志社香里中学校・高等学校 　藤 井 宏 樹 
1　はじめに

  21世紀はグローバリズムの時代といわれている。世界中にインターネットが張り巡らされ、不特定多数の者が同時に情報を共有できる時代になってきたとともに、世界各地で起こっているさまざまな問題が、地域的な問題として見過ごすことができない状況になってきている。例えば、地球環境問題や貧困、国際的なテロ活動や難民問題などは、従来の国家という枠組みだけで解決できるものではない。
　一方、国内に目を転ずればポストバブルといわれる混迷した社会状況の中で、かつての「安全神話」は消えうせ、政治・経済・社会等あらゆる分野でモラルハザードが起こり、日本社会そのものの信頼が大きく揺らいでいる。

これらは何一つとして「正解」といえるものがない難しい問題であると同時に、私たち自身の生き方が問われる問題でもある。
　このような社会では、学んだ「知識」を生かす「知恵」が必要で、ものの本質を見抜く力、総合的に判断して問題を解決する力、表現力、コミュニケーション力等も求められる。これらを育成するためには、現実社会との繋がりのなかで自らが社会の一員であるということを意識させつつ、生徒の知的好奇心を養い、自らが主体的に学び、考え、納得し、実際の行動に移せるような授業を模索し続けなければならない。
今回紹介させて頂くのは、高校１年生「現代社会」で実践した授業である。「倫理」分野の学習と並行して実施することで、「環境問題」を単なる知識として吸収するだけでなく、混沌とした現代社会を生きる一人の人間として、社会のために何らかの行動を起こす機会を与えることを目的の一つとしている。
『会社をつくろう』（一昨年度の本校『教育研究誌』に掲載）と同様に授業内容の自由度が高く、設備やコストの制約もほとんど受けないので、生徒の発達段階に応じてアレンジして頂ければ、どの学校でも実施できるものであり、「総合的な学習の時間」でも利用して頂けると確信している。

2　『環境NGO/NPOをつくろう』のねらいと概要
2.1　ねらい
· 主体的に生きる力を養うために、現実社会との繋がりのなかで自らが社会の一員であることを意識させながら、知的好奇心を養い、自らが主体的に学び、考え、納得し、感動できるような体験の機会を与える。

・ワークショップでの作業、ロールプレイング、相互評価と自己評価、アドヴァイザーとの折衝、プレゼンテーション、コンピュータの使用等を通して、今後求められるスキルを教えるとともに、学習の仕方を身に付けさせ、学び続ける意欲や態度を養う。
· 「倫理」分野の学習にあたって、基礎的な知識を獲得するとともに、様々な人々との意見交換を手がかりに、主体的に社会に関わり、社会が抱える諸問題を解決していこうとする姿勢を育てる。

·  自ら考えたり、グループで議論することにより頭の中にイメージを構築させながら、その時々に必要な知識を解説したり、互いに意見を出し合ったりすることによって、社会のしくみを俯瞰的に捕らえさせる。

・ 一連の活動を通じて、公民的資質を養うとともに、自己の潜在能力や可能性に気付かせ、「社会貢献」をもとにした「自己実現」の喜びについて考えさせる。
2.2　学習活動の流れ（概要）
	
	時間
	テ ー マ
	具体的な学習活動

	事前準備

	冬休み


	・「環境NGO/NPO」
設立構想
	・既存のNGO/NPOについて調べる。

・自分で考えたNGO/NPOの設立趣意書および設立基本計画書を作成する

	①
	第１時

第２時

	· 企画発表

· 相互評価その１　

· グループ設定
	· オリジナル企画を発表し、相互に評価する。

· オリジナル企画をもとに、同じテーマに取り組む生徒４名～５名により１グループを編成する。

	②
	第３時

第４時
	・基本計画策定

・第１次企画書作成
	・グループ毎に骨子となる活動内容を考え、ワークシート（第１次企画書）を完成させる。

	③
	第５時

第６時

	・意見交換

・企画の改善
	・２グループを１セットとし、互いに企画を発表させ、質疑応答および意見交換をさせる。

・企画書を改善する。

	④
	第７時

第８時
	・コンサルテーションの準備
	・第２次企画書の作成とアドヴァイザーへの質問事項等をグループごとに整理する。

	⑤
	第９時
	・コンサルテーション
	・実際にＮＰＯや市民グループ等で活躍されている方にお越しいただき、個別にアドヴァイスしていただく。

	⑥
	第10時

第11時
	・企画の最終案作成

・プレゼンテーション用スライドの原案作成
	・アドヴァイスを受けて、活動計画を最終的にまとめ、発表の準備をする。

・プレゼンテーション用スライドの原案を考える。

	⑦
	第12時

第13時
	・コンピュータ入力
	· 最終企画書（発表用）をWordで作成する。

· プレゼン用スライドをPowerPointで作成する。

	⑧
	第14時

第15時

	・企画発表会
・相互評価その２
	· 企画をグループごとに発表し、相互評価を行う。

· 相互評価は各自の判断で点数化し、寸評も書く。

· 評価の結果を受けて、最終企画書を完成させる。

	⑨
	第16時
	・グループ内の勤務評定

　（相互評価その３）

・振り返り（自己評価）
	· 役割や作業上の貢献度について、グループ内のメンバー同士で相互評価（勤務評定）を行う。

· 各自の判断で点数化し、アドヴァイスも書く。

· 学習について振り返る。自己評価を行う。

	⑩
	第17時

第18時
	・プレゼンテーション大会

・相互評価その４


	· 各クラス代表グループによるプレゼン大会を行う。

· 生徒のほか、NPO関係者、同窓生、保護者、教職員が参加し、各自の判断で点数（出資金額）を決める。


※但し、2002年度は授業時間数の関係で、⑦「コンピュータ入力」と⑩「プレゼンテーション大会」は実施しなかった。
3　学習（活動）内容

3.1　冬休みの課題（設立構想：３枚の企画書）

実際に活動しているNGO/NPOについて調べ、設立理念や具体的な活動内容、会員数、規模等を把握させるために、企画書その１『参考にした既存のNGO/NPOの紹介』を作成させた。
企画書その２は、『設立趣意書』である。まず「自分がしたいことは何か」、それは「何故か」「何のためか」「誰のためか」を考えさせ、そのうえで「実現するには何が必要か」を考えさせた。
企画書その３は、『設立基本計画書』である。次の５項目について考えさせた。

ａ）どのテーマにするか   ｂ）具体的な活動内容　ｃ）事業展開計画（団体の規模、形態、今後の計画等）
ｄ）活動資金調達方法　　 ｅ）団体名
3.2  企画発表および相互評価その１
3.2.1 企画書に対する評価 

冬休みの課題を次の８つの観点から、それぞれ５点満点で評価させたうえで、項目ごとに寸評を書かせた。なお、①は企画書その１、②～⑧は企画書その２とその３の内容に関する評価である。
① 参考にした団体の紹介について
…しっかり調べられているか？
② 本人が考えた団体の名称について
…センスは？ 一般の人に受け入れられそうか？

③ 設立の趣意について

… 設立の趣意や経営方針は理解できるか？

④ 具体的な活動内容について
… 主なテーマや事業は現実的か？　好感度は？ 

⑤ その他のアイデアについて
… 事業展開計画～会員確保等のアイデアは使えそうか？

⑥ 総合的な判断その１   

… 実現可能性および将来性は？

⑦ 総合的な判断その２  

… この団体の会員やスタッフになりたいと思うか？

⑧ 総合的な判断その３  

… 課題に対して、真面目かつ積極的に関わったと思うか？

授業中に３人分の企画書を評価させるため、15分ごとにローテーションさせた。次に宿題として、３人の評価を踏まえた上で自己評価をさせた。自己評価については各項目とも10点満点にすることによって、他者からは評価されなかったが、自分なりにこだわって満足できた部分に高得点を乗せられるようにした。
3.2.2 企画およびグループの決め方
合計点の上位２～３名は、クラス全員の賛同を得て優先的に代表に決定した。
残りのグループを決める方法は生徒に考えさせた。どのクラスも委員長・副委員長を中心に、どのような「決め方」をするか議論していた。それぞれのクラスの雰囲気が出ており、生徒指導の面でも参考になった。どのクラスも下の３つのパターンを組み合わせて決定していた。
① 他者評価３名分＋自己評価で点数の多いものを優先する

② 意欲のある者が企画を発表し、メンバーを募る
③ テーマごとに集まり、話し合いをする

さすがに高校生だといろいろな観点から考えられるようになる。例えば、③の場合でもテーマが偏らないように、温暖化など地球環境に関わるテーマを選んだ人と、ゴミ・リサイクル・身近な自然環境保護など国内あるいは地域の環境に関わるテーマを選んだ人が別の場所に集まって話し合っていた。
3.3 コンサルテーション

3.3.1 コンサルテーションとは

実際に「環境」の分野で活動されている方々からグループ毎にアドヴァイスして頂くワークショップである。自分たちの企画がどの程度のものか、どのような点に注意すれば良いか等、教師が教えられない具体的なアドヴァイスを受けることができる。その準備として、グループ同士で意見交換をして改善した第２次企画書と質問書を作成し、事前に送付しておいた。当日はこれをもとにコンサルティングが行われた。

多面的に捉えさせるために、行政サイドの方、NPO法人で活動されている方、市民グループとして活動されている方、「環境カウンセラー」という資格を持っておられる方、環境NPOとタイアップして幼稚園や小学校で環境教育を実施している学生グループ、清掃会社の担当者など、立場の違う方々にお越し頂いた。

3.3.2 コンサルテーションの意義 

・ 異なる立場の人との双方向コミュニケーション

・ 地域の人々や同窓生との結びつき

・ 現実社会との繋がり（世の中に開かれた窓）

・ 現実社会の話を聞くことができる

・ 共同作業・共有体験を持つことで互いを認めあえる

・ 生き方の指針を得ることができ、学習の動機付けに有効（生徒からの評価も高い）

3.3.3 コンサルタントの方々 

・寝屋川市環境部ごみ減量推進課　　・寝屋川市環境部環境政策課　　・(社)大阪自然環境保全協会　
・(社)自然環境保全協会　・日本環境保護国際交流会 J.E.E   ・本多環境事務所　・NPO法人環境市民
・NPO法人大阪環境カウンセラー協会OECA 　　・NPO法人グリーンプラネットあまがさき
・NPO法人地球環境と大気汚染を考える全国市民会議CASA  ・NPO法人環境安全センター
・共育NGO TO BE　　・青年環境連盟　　・協栄ビル管理株式会社　
3.3.4 コンサルタントの方々の感想 

· 最近、学校においてもボランティアが奨励されているが、内申のこともあって善行を促すという面より、点数化されるので仕方なくという面で動いているケースが多い。しかし、この学校の場合は、生徒が話し合い自ら気づくこと、集団で意思決定していくこと、問いの立て方のトレーニングをされていることなど、学びの姿勢そのものを身に付けさせることを主眼にしているので良かった。アドヴァイスとして、仮説―優先順位をつけて実行―検証（PDS）を繰り返し、常に事業内容を見直すことが大切であるという話をした。
· 生徒からの質問が具体的でびっくりした。そのどれもが、我々が直面している問題であり、日本の多くのNGOの現状に関係することばかりだった。この授業に参加するに当たって、自分たちが社会参加すれば社会が変わるということを感じてくれたらと思って話をしていた。結果としてこのような運動に参加するか、そこまではいかなくても興味をもってくれれば有意義ないい授業になると思う。自分たちで行動することを仕向けるというのが大事だと思う。
· 目的と活動内容を自らが見直す時間が必要。どこかに企画書を持っていったり、家でプレゼンテーションして意見を聞くなど、他者の意見を聞きそれを反映させる活動を取り入れるべき。自主的に学ぶきっかけづくりになればいい。

▽ 学生なりの面白いアイデアが欲しかった。その中で、文化祭でチャリティコンサートを開いてお金を集めることを考えていた班や、オリジナルポケット灰皿を作成して京橋駅で配るということを考えていた班があったが、どちらも対象がよく絞れていた。

▽ 昨年「会社をつくろう」を実施されたということで、自由に考えられるようになったグループと、逆に自由が狭められたグループとがあったように思う。NGOは本来自由であるべきだから、「環境」というテーマから入ったところが苦しかったのかもしれない。発想の自由度が高かったのは、若い人の意識を高めるためにロックコンサートを通して訴えることを考えたグループと、お墓を無くして緑地を広げるというアイデアを出していたグループの２つ。
· ３年前に自分がNPO法人を立ち上げたが、やはり法人を設立するとなると会社をつくるのと同じように難しい。生徒たちにはNGOの実態について話した。活動内容や全体像は良く考えていたが、実際的な計画の部分はおろそかになっている。例えば、環境を守ろうとか緑を増やそうなどの理念だけでは駄目で、実際にそれをどうしたいのかということを考えるべき。また、井戸を掘るというグループに、具体的にはどうするつもりなのかと問うたところ、政府に掛け合うというような答えが返ってくる。 我々のアドヴァイスを受けてどのように改善されたか、その成果を知らせて欲しい。
· 生徒の企画については、緑化に取り組むというだけでなく、自分たちのライフスタイルの変革をすすめるという生徒がいて驚いた。ただ、全般的によく勉強していたが、高校生らしい突飛な意見や発想は少なかった。どこかの本に書いてあることが多かったのが残念だった。
· 資金集めで、いきなり他人から資金を提供してもらうということは難しいだろうから、高校生の君たちでも出来る、ゼロからお金を生み出す方法として、空き缶や新聞を集めて売るという話をした。価格は新聞に載っているので、今日の価格で概算させた。これは資金集めだけでなく、ゴミ・リサイクルの問題や地域の環境保全にも一役買うことになるので一石二鳥にも三鳥にもなるということを話した。

3.3.5 コンサルテーションに関する生徒の感想 

▽ 実際に関係者が来てアドバイスをもらい、とても役立ったし、楽しかった。大学生になって本当にNGOをつくったり、入会したりして、アドヴァイザーとして本校に戻ってきたい。ただ、もっと詳しく調べて、より内容の濃いNPOにすればよかった。その点で少し後悔している。
▽ NGO/NPOをつくることになり、少しでも環境のことを考えることができたことは良かったけれど、実際に活動している人たちと会って、その熱心さに驚くとともに、自分達が真剣に考えたとはいえ、こんなんじゃ失礼じゃないかとも思った。この中から一つでもアイデアとして成り立つ団体が実際に出てきたら、本当に社会に役立つことができると思う。

· 高校生といえども、NGO/NPOの知識はそれなりに持ってコンサルテーションに臨んでいるわけだから、アドヴァイザー側にもそれなりに準備をしてもらわないと困る。授業前の待機時間に目を通されただけでは、何のために事前に資料を送ったのかわからない。日本でNGO/NPOを広めようとするなら、これから社会に出る僕たちが最も重要なターゲットであり、今後の担い手ではないか。

▽ 仕方ないことだと思うが、やはりアドヴァイザーの方の活動内容と、自分達の団体の内容が違い過ぎて、あまり話が進展しなかったことは否めない。

3.4　最終企画書とプレゼンテーション用スライドの作成
3.4.1 最終企画書の作成

　各グループのオリジナリティを出させるために細かい区分は行わず、次の５項目とした。

① 団体名・代表者名・テーマ（主たる活動）・参考にした団体名・メンバー表などの基本的な事項
② 設立の趣意・理念・活動の目標など

③ 具体的な活動内容

④ 事業展開計画・規模拡大のためのアイデア
⑤ 資金調達方法・会員確保のためのアイデア
3.4.2 プレゼンテーション用スライドの作成

プレゼンテーション能力で要求されているのは、自分の考えを簡潔にまとめて人に伝えることである。そのためには、自分自身がその内容を十分理解しておく必要がある。その上で何をどう表現するか、どの部分を強調するかということを考えなければならない。そこで、プレゼンテーション用スライド（５枚）の原案を考えさせた。スライドの構成や順番については自由としたが、一応目安として次の文章を載せた。
１枚目：団体名のほか、キャッチフレーズ、ロゴやマスコットキャラクターなど

２枚目：団体の設立の趣意や活動方針

３枚目：主な活動内容の紹介 その１
４枚目：主な活動内容の紹介 その２、事業展開計画、会員募集など

５枚目：まとめ（最後に訴えたいことやロゴ・広告など、なんでもよい）
3.4.3 プレゼンテーション用スライドの評価のポイント
　評価項目は次の７点である。
① わかりやすさ ･･･△誤字・脱字がなく、簡潔でわかりやすい文章     △見やすいレイアウト
② 全体の流れ　 ･･･△全体のバランス（単調になっていないか）　  △全体の流れ（「起承転結」は？）

③ インパクト　 ･･･△「つかみ」（問いかけ、キャッチフレーズ等）　△熱意（聞きたいという気になるか）
△デザイン、ロゴ、キャラクターなどにより有効に視覚に訴えられるか

3.4.4 最終企画書とプレゼンテーション用スライドをコンピュータで作成させることの意義
コンピュータで作成させる意図の１つは、今後必要とされるコンピュータリテラシーを体験させることであり、もう１つはグループ内での作業の偏りを改善することである。１人１台ずつコンピュータを使用させ、手分けして入力させることにより、特定の生徒に負担がかかるのを防ぐことができるほか、みんなで仕上げたという一体感、達成感をもたせることができる。また、文章表現が苦手な生徒も団体のロゴやイメージキャラクターのデザインなどで能力を発揮することができる。

3.4.5 生徒の作品

〈１枚目のスライド〉



〈１枚目のナレーション〉
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地球温暖化を抑制しペンギンを守ろう！
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地球温暖化を抑制するのは皆が少し

ずつ努力するのが大切なのです。

地球温暖化を抑制するのに少しでも

ご協力ください

〈５枚目のスライド〉
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3.5 プレゼンテーション大会

最後の締めくくりは、プレゼンテーション大会である。「プレゼンテーション大会ができなくて寂しい・残念」、「一所懸命に活動してきたことが紙にしか表せないからちょっと残念かも･･･」という生徒の感想にもあるように、多くの生徒が講堂でプレゼンテーション大会をしたいと思っていたようである。

昨年度のアンケート結果でも、プレゼン大会出場グループのメンバーのうち、67.3％が「よろこんで引き受けた」と答えた。一方、選ばれなかった者のなかで「本当はやりたかった」と答えた生徒も60.5％いた。あわせて３分の２近くの者が大会に出場して、みんなの前で発表したいと考えていたということである。

ただし、今回は授業時間数と時期の関係で、プレゼンテーション大会の開催自体を断念せざるを得なかった。そこで、この部分は企画段階での内容を紹介する。

3.5.1 プレゼンテーション大会の準備
プレゼンテーションの持ち時間を５分として、時間配分や効果的なナレーションを考えさせる。企画内容も重要だが、プレゼンターのキャラクターもその成否を大きく分ける要素となる。生徒の他に保護者、同窓会役員、教職員等、あわせて約330名が審査する形式なので、物怖じしない生徒や内容をしっかり把握している生徒などをプレゼンターに選んだ方がうまくいくことを伝える必要がある。

3.5.2 プレゼンテーション大会の採点方法

「一市民として、どのNPOの会員になるかという観点から３団体を選び」、「手持ち資金を１万円として、どの団体にいくら寄付するか」というスタイルである。なお、手持ち資金については、大人（保護者・同窓会役員・教職員など）は10万円とする。
審査のポイントについては次の４点を明示し、慎重に評価することも求める。

1 企画はよく練られていたか？：全ての企画書を掲載した冊子を見て評価する書類審査

 ② スライドは過不足なく上手にまとめられていたか？：内容そのものに対する評価

 ③ プレゼンの内容や話し方はよかったか。熱意が感じられたか？：プレゼンターへの評価

 ④ NPO法人設立後、運営はうまくいくか。会員になり寄付しても大丈夫か？：総合的な判断
このように項目別の点数化は行わず、気に入った３団体にいくらずつ寄付するかという評価方法である。

獲得会員数（参加者×３なので、最大延べ人数は約990名となる）と寄付金（生徒310名×１万円＋大人約20名×10万円なので、寄付金総額は510万円となる）とで、総合成績を競うという形式である。
3.6 グループ内の勤務評定（相互評価その３と自己評価）

3.6.1 相互評価の意義と注意点

教師から評価されるのではなく、グループ内での働きを一番良く知っている同級生から点数と文章で示されるため、自分がどのように見られていたのかがはっきりわかる。また他人を評価したり、自己を評価したりすることは、自己理解にもつながる。
なお、ここで一番求められるのは客観性・合理性である。教師は、個人的な好みや相性やノリではなく、その趣旨や方法、注意事項などを明確に伝達し、かつ常にチェックすることが必要である。

3.6.2 相互評価の項目と寸評の記入

評価項目は次の４つで、10点満点でつけさせた。

①「勤務態度について」は、真面目で積極的に関わろうとしていたかという観点から評価する。

②「得意分野や技能について」は、役割分担のことではなく、自分達が取り組んだテーマや環境問題を始めとする社会全般に対する知識、アイデアを出す能力、意見をまとめる力、文章表現力、団体名やロゴのデザインを考える力やセンス、コンピュータの技能等に対する評価である。あえてこの項目を入れたのは、社会に出るとき、自分をアピールできる何かを持つことが必要だということを意識させるためである。

③「貢献度について」は、真面目でもあまり意見を言わない生徒もいれば、普段は少々場違いな発言をしていても、企画が大きく前進するきっかけをつくるアイデアマンもいるので、それらを評価する項目である。

④「総合的な判断」は、その人が醸し出す雰囲気や人柄も含めて、団体に必要かどうかという観点から評価する項目である。従って②や③が低くても④が高い場合もあるし、その逆も有り得る。人間を評価する場合、意欲や技能、実績という能動的な部分だけでなく、その人がいることによって場が和んだり、逆に程よい緊張感が出て議論が活発になるというような、数字では評価できない部分にもスポットを当て、多方面からの評価が必要であるということを考えさせたかった。

 　「寸評」については、自分がつけた評価に対する合理的な理由、点数では表しにくい本人の言動や人間性についての評価、その生徒へのアドヴァイス等を自由に書きなさいという指示を与えた。

3.6.3 相互評価の例

(１)男子のみのクラスで、代表のＡに対する評価
	班員
	①
	②
	③
	④
	合計
	寸評（自己評価の欄は反省と考察）

	Ａ
	８
	７
	８
	８
	３１
	【自己評価】代表という役職に就き、最初は戸惑っていたが、徐々に慣れていき、班をまとめることができてホッとした。自分としては積極的に取り組み、頑張ってアイデアを出した。去年は平社員だったが、今回は代表になったから、去年の倍は頑張ったと思う。

	Ｂ
	９
	７
	８
	８
	３２
	代表者としてグループをまとめたり、様々なアイデアを出して貢献していた。かなり真面目に取り組んでいた。

	Ｃ
	８
	７
	８
	８
	３１
	主にプリントを書く作業をしてくれました。アイデアを出すなど積極的にやっていたと思います。

	Ｄ
	８
	８
	７
	８
	３１
	書記をしてくれていた。たまに意見も出してくれて役に立った。いい働きをしてくれた。


(２)共学クラスの男女混成グループで、留学から帰ってきた男子Ｄに対する評価

	
	①
	②
	③
	④
	合計
	寸評（自己評価の欄は反省と考察）

	Ａ
女子
	６
	８
	４
	６
	２４
	家でコンピュータを使ってコストや工場についての情報を集めてくれた。でも、班でやっている間、文句を言いまくっていた。文句を言う人も要ると思うけど、その解決方法とか言って欲しかった。

	Ｂ
男子
	７
	９
	７
	８
	３１
	Ｄ君の文句は良かった。それによっていろいろ話し合うことができた。パソコンを使って調べてくれたりしたので良かったと思う。

	Ｃ
女子
	８
	７
	６
	８
	２９
	人の意見に対する批判が多かった。Ｄ君が考える趣旨と違っていたのかもしれないけれど、もう少し協力的に意見を出して欲しかった。批判だけじゃなくて･･･。

	Ｄ

男子
	９
	７
	５
	７
	２８
	【自己評価】確かに文句ばかり言っていたと思う。でも、自分なりに意見をしているつもりだった。これからは、もう少しみんなに合わせてやりたいと思ふ。


(３)共学クラスの女子だけのグループで、個性的な女子Ｃに対する評価

	
	①
	②
	③
	④
	合計
	寸評（自己評価の欄は反省と考察）

	他者Ａ女
	８
	９
	８
	８
	３３
	じゃんけんで決まった代表にも関わらず、しっかりとやってくれてよかったです。Ｃがいなかったら、多分進まなかっただろうなー。しかも自分一人で突っ走っていたわけではなく、班員の話も聞いてくれたし、イラストとかもかわいかったですよ。

	他者Ｂ女
	８
	９
	８
	７
	３２
	Ｃはこれぞ代表！って感じだった。やっぱりＣはアイデアの多さだと思う。ただ、書くのが早くてついていけないことがしばしば。Ｃがいると、なんかすごいのができそうな気がする。

	自己
Ｃ女
	７
	９
	７
	８
	３１
	【自己評価】突っ走り過ぎました･･･。（反省は猿でもできる）アイデアはもう出つくした感で一杯です。やっぱり全員の意見を全て利用する事は難しく、文章にまとめる事も困難だったように思えます。３人という少人数だったのは幸いでした。良い企画を作りたいならば、第三者の眼で見る事は大切ですね。


3.6.4 相互評価・自己評価に関する生徒の感想

▽ 自己評価や相互評価は、人を見る目を養うためにも、将来のためにも良い作業だと思った。

▽ お互いに評価するのも、自分ではいいと思っていたことを、他の人の目から見て悪いと指摘してもらえたから良かった。
4  生徒の感想や提案

4.1 生徒の感想

4.1.1 環境問題やNGO/NPOの活動に関する感想
▽ 初めて環境について真剣に取り組んだ。問題解決のために一番重要なことは、その原因や仕組みを知ることだと思った。しかし、実際に活動されている方々が、そのＰＲ方法に悩まされているということを聞き、大変驚いた。

▽ アドヴァイザーの人たちの「身近なところから始められる」と、「心から楽しむ」という言葉を聞いて、自分たちでも出来ることがあるんだなと思った。実際にその場所に足を運んで、より詳しく調べたり、周りのいろんな人の意見を聞きたかった。
▽ 「会社をつくろう」と比べると、資金集めの方法が限られており難しかった。実際にNPOを運営するのはもっと大変だと思うが、あえてNPOで活動されているアドヴァイザーの方々は相当志が高いのだと感じた。環境問題が深刻化している中で、真剣に取り組むことの難しさを感じた２ヶ月間だった。

▽ この授業をやり遂げて、地球環境を改善することの必要性を改めて知った。そしてそのために僕達が考えたNGO「クリアース」が、ゴミ問題という分野で少しでも役に立てればいいなあと思った。
4.1.2  生徒の気づきや学んだこと
▽ この授業を受けるまで、NGOやNPOに関わることはないだろうと思っていた。もちろん知ってはいたが、特に興味があるわけでもなく、その仕組みなども全くわからなかった。今回、いくつかのNGOを調べたが、非営利でここまでやっている人が世界にたくさんいることがわかり、一人ひとりが協力していけば世界はすごくいい方向に向かっていくと思った。だから普段全く気にしていなかったようなことがいろいろわかってよかったし、知っておくべきだったと思う。

▽ こうした活動をすることによって、自分のなかで少し意識が変わったように思います。これからは少しずつ自然環境に目を向けて生活していこうと思います。そして、大人になってNPOにも参加したいと思います。

4.1.3  学習活動に関する感想
▽ この授業を通して、普段思っていること、感じていることを皆で真剣に話し合うことができた。普段はなかなか腹を割って話し合うことがないのでいい経験になった。意見が食い違うこともあったが、みんな同じ目標のもとで前向きに取り組んでいるので言い合いにならない。その新鮮な空気が良かった。

▽ 一つのテーマに対して、みんなで協力して進めていくというのがとても勉強になった。クラスメイトの違った一面を見ることができて楽しかった。

4.1.4  授業の形態に関する感想
▽ 普段の授業のように、板書を写すだけでなく、実際にその過程をシミュレートし、体験することで内容が良く理解できた。また、この授業を通して現在活動しているNGO/NPOについて調べたりするうちに、いままでほとんど関心のなかった地球規模での環境問題についても学ぶことが出来た。そして、班内での役割を分担しての作業で、効率よく課題に取り組むことを学んだ。ただ、情報教室でパソコンを使って作業ができればより効率的だったと思う。

· 教科書で定義しか学習しない範囲を、自分達で情報を集め持ち寄り、どういうものなのかを知り、理解した上で実際に体験学習を行う。理想の授業形態だと思う。

▽ 普通の授業より面白く、また社会に出た後ですごく役に立つと思う。

▽ この「NGO/NPOをつくろう」の方が、会社を作るよりも現実味があるし、割合簡単に設立できるのでいいと思う。

4.1.5  その他の感想
▽ 最初はNGOとNPOの違いもわからなかったけれど、今回の授業で家族と環境について話し合う機会を持てたことがよかった。いつもの授業よりも楽しくて、本当に社会に出てからも役に立ちそうな気がする。グループの友達との絆も深まってよかった。
▽ 作業をやり始めたときは本当にNGOなんてできるのかと思っていたけれど、今終えてみるとすごく良いものに仕上がったと思う。皆で力を合わせてやった甲斐があった。
4.1.6  反省点・問題点
▽ 環境問題は教科書など文面の上で習ってきたけれど、実際はその時少し考えるくらいで、あまり影響力は無く、深く考えられなかった。だから今回の自分で発案して自分で行動して自主的に環境問題を考えていくというのは新鮮だった。だが仮定の議論が多すぎてリアリティに欠けていたのが問題点だと思う。

▽ 改善すべき点はまず計画性がなかったことです。どのように運営していくかということを全く考えていませんでした。次に情報不足です。どのようにしたら自然環境を守り改善することができるかということを十分に調べられませんでした。
4.2 生徒からの提案

①プレゼンテーション大会の開催

②NPO活動への参加

5  今後の検討課題
① 今回の「環境NGO/NPOをつくろう」は、学習の動機付けとしては有効だが、地球市民として生きる主体的な生活者であるという新しい視点から社会を見ることができるようにさせるには、もっといろいろな仕掛けが必要である。

② 「会社をつくろう」と比べると、生徒になじみがないので、グループ内で企画を考えても、抽象的なものになりがちである。そのために、書籍やインターネットで調べた内容を整理し発表する「調べ学習」で終わってしまう可能性が高い。また、環境問題は、大前提として「環境を守らなければならない」という暗黙の了解に縛られるため、多様な価値観のぶつかり合いによる白熱した議論にはなりにくい。そこで、議論を深めるためには、ディベート大会や、アドヴァイザーと生徒代表によるパネルディスカッションなどのほか、同様の実践をしている他校との交流、テレビ会議、ホームページ作成による情報発信等の可能性を探り、もっと充実・発展させたい。

③ 環境学習を主に考えるならば、環境省が作成した環境学習ゲーム（「エコプラントゲーム」というボードゲームやすごろく、「つくろうポンポコ理想郷」というパソコンゲーム）などを利用することにより、シミュレーションゲームのなかにより現実的なもの（テーマ）を見出すことができるかもしれない。

④ 起業家教育の側面を充実させるために、夏休み等を利用してインターンシップを導入したい。NPO法人や市民グループの事務局や、イベントのスタッフとして実際に活動させたい。

⑤ ポートフォリオ評価等を取り入れ、「気づき」と「振り返り」を繰り返させることによって、自己理解の援助をしたい。

6  おわりに

営利・非営利を問わず、どのような活動も最終的には誰かの役に立ったり、社会に貢献したりすることができるものでなければならない。実社会に出る前に、体験的な学習のなかで失敗と成功を積み重ねながら、そのことに気づいてもらいたい。と同時に、自尊心を芽生えさせ、自ら生きる意味を考えたり、生きるためのスキルを磨き、社会的な活動を通じて自己実現をはかる喜びを見出してもらいたいと思っている。
※おことわり

今回紹介させて頂いた「環境NGO/NPOをつくろう」は、中学３年生で実施している「会社をつくろう」をアレンジしたものである。したがって、授業のねらいや授業形態、個々の学習活動、評価方法や評価基準については重複している部分がある。本稿においても、一昨年度の発表原稿から流用した箇所があるが、ご了承いただきたい。
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NPO法人ぺんぎんでぃふぇんすぐるぅぷ


　設立の趣意：私たちの目的は、地球温暖化をできるだけ抑制し、ペンギンを守ることにあります。地球温暖化によって南極の氷が融け、海面が上昇し、南極の海上面積も減少の方向にあります。このままではペンギンの生息地域が減り、生息数が減少していくと思われます。


ペンギンだけではありません。地球上すべての動物にとって住みにくくなってしまうでしょう。私たちはそれをできるだけ抑制し、全ての生物にとって住みやすい地球へとしていきたいと思います。














地球温暖化は今すぐ何か影響があるわけではありません。しかし、このままでは私たちの子や孫の代になれば、地球温暖化現象は重大な問題となっていることは間違いないでしょう。


　それを防ぐためにも地球温暖化をすこしでも抑制することが大事なのです。地球の人々全員が少しずつでも努力すれば、きっと問題は解決するでしょう。


　最後になりますが、地球温暖化を抑制するため、少しでも多くの費用・人手が必要です。地球温暖化抑制運動にどうかご協力ください。


　本日は私たちのプレゼンテーションにお越しいただき真にありがとうございました。NPO法人「ぺんぎんでぃふぇんすぐるぅぷ」をどうぞよろしくお願い致します。
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_1133079141.ppt




		NPO法人｢ぺんぎんでぃふぇんすぐるぅぷ｣



		地球温暖化を抑制しペンギンを守ろう！



		人間や動物にとって住みよい地球にしよう！









<スピーチ>

本日は私たちのプレゼンテーションにお集まりいただき真にありがとうございます。本日はどうぞ最後までお聞きください。

　私たちは非営利環境保護団体、NPO法人「ぺんぎんでぃふぇんすぐるぅぷ」です。平仮名にした理由はそのほうがインパクトがあり人々に覚えてもらえやすいと考えたからです。

　私たちの目的は、地球温暖化をできるだけ抑制し、ペンギンを守ることにあります。地球温暖化によって南極の海上面積が減少の方向にあります。このままではペンギンの生息場所が減り、生息数が減っていくと思われます。

　ペンギンだけではありません。人間、いえすべての動物たちにとって住みにくくなってしまうでしょう。私たちはそれを防ぐため、地球温暖化を抑制し、すべての生き物たちにとって住みやすい地球にしていきたいと思います。


























_1133078368.ppt




		地球温暖化で被害を受けるのは私たちだけではなく子や孫の代なのです



		地球温暖化を抑制するのは皆が少しずつ努力するのが大切なのです。



		地球温暖化を抑制するのに少しでもご協力ください





　地球温暖化は今すぐ何か影響があるわけではありません。しかし、このままでは私たちの子や孫の代になれば、地球温暖化現象は重大な問題となっていることは間違いないでしょう。

　それを防ぐためにも地球温暖化をすこしでも抑制することが大事なのです。地球の人々全員が少しずつでも努力すれば、きっと問題は解決するでしょう。

　最後となりますが、地球温暖化を抑制するため、少しでも多くの費用・人手が必要です。地球温暖化抑制運動にどうかご協力ください。

　本日は私たちのプレゼンテーションにお越しいただき真にありがとうございました。NPO法人「ぺんぎんでぃふぇんすぐるぅぷ」をどうかよろしくお願いします。


























